
異文化間コミュニケーションのための機械翻訳を用いた

チャットシステム AnnoChat の開発と適用

AnnoChat: Semantic Chat System for Intercultural Communication

1 はじめに
　世界のインターネット人口は年々増加しており，

2004 年 9 月の統計によると非英語圏のオンラインユ

ーザ数は約 65% であり，インターネットコミュニケ

ーションにおいて，異なる文化をもつユーザ間や，

多言語間で使用することを考慮したアプリケーショ

ンが必要となっている [1]．

　これまで異文化間コミュニケーションを支援する

システムとして，機械翻訳を用いたメールシステム

やチャット，Web 翻訳などが提案されている [2]．ま

た，2002 年には中国語，韓国語，マレー語，日本語，

英語の相互間で機械翻訳が可能な電子掲示板システ

ムを用いた実験が行われた [3,4,5]．この実験では，

BBS にメッセージを投稿すると，システムが 5 ヶ国

語に機械翻訳を施し，画面上に併記する．ユーザは

自身が理解できる第二言語（英語など）によって翻

訳にエラーがないかを確認し，コミュニケーション

エラーの軽減を試みている．しかし，母国語以外の

言語を理解できないユーザには適切な方法でない．

　本研究では，相手の言語を意識することなくユー

ザの母国語で相手とコミュニケーション可能な機械

翻訳を用いたチャットシステム "AnnoChat" の開発お

よび評価を行った．

2 AnnoChat の開発

2.1 設計方針

　AnnoChat のシステム設計方針を以下に示す．

(1) アノテーションの付加

　チャットログの任意の語句に対して，アノテーシ

ョン（注釈）を付与できる．これは文化の違いや機

械翻訳によって生じる誤解・誤訳に対して補足説明

をすることが可能となり，より深いコミュニケーシ

ョンができるものと考えられる．付与したアノテー

ションはチャットルームの全員に送信され，各参加

者はアノテーションのついた語句にマウスポインタ

をあわせるか，アノテーション一覧を選択すること

で，注釈内容を確認することができる．

(2) 機械翻訳・自動折り返し翻訳

　機械翻訳サービスの利用により，画面上では，あ

たかも全てのユーザが自分と同じ言語を用いている
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ように表示される．また，翻訳結果が意図したとお

りに相手に伝わっているかどうかを知るために，折

り返し翻訳機能を提供する．これは，日中間でコミ

ュニケーションを行っている場合，日本語から中国

語に翻訳した結果を日本語に再翻訳することで，中

国語に翻訳された文章の大筋の意味や内容を日本語

で把握できるため，メッセージを送信する前に，誤

訳によるコミュニケーションエラーを回避できる可

能性が高まる．

2.2 AnnoChat の実装

　AnnoChat は，Microsoft .NET Framework 上で動作

するソフトウエアで，Microsoft Visual C#.NET を

用いてプログラミングした．また，翻訳サーバには

高電社の J-Server を用いた．

　図 1 に AnnoChat のチャット画面を示す．これは日

中間でアニメをテーマとしたチャットを行った画面

であり，中央にアノテーションバルーンが表示され

ている．

3 評価実験

3.1 実験方法

　中国，韓国，日本の３カ国間で AnnoChat の評価実

験を行った．以下に実験手順を示す．

　実験は，日本－中国，日本－韓国，中国－韓国間

で 1 対 1 の組み合わせを作り，20 分間のチャットを

行う．テーマはチャット開始直前に，被験者同士で「マ

ンガ」「アニメ」「ゲーム」「携帯電話」「有名な観光地」

「食べ物」の中から１つを選択してもらう．チャット
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図 1 AnnoChat のチャット画面
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は母国語で行うこととし，チャット時間が終了して

から被験者本人の発言に対してアノテーションを５

つ付けてもらう．異文化間実験との比較のために，

上記と同じ実験を日本人同士で行った．

3.2 実験結果
　実験結果は， サーバ ・ クライアント上のログと実験終

了後に実施したアンケートから評価した．アンケー

トは，５段階評価方式と記述式の両方を用いた．５

段階評価方式の段階設定は，質問項目に対して，強

く同意する (Strongly agree)，同意する，どちら

ともいえない (Neutral)，同意しない，強く同意し

ない (Strongly agree) とした．表 1 にアンケート結

果を示す．

1) コミュニケーションに関して

　コミュニケーションが円滑にとれたかどうかについて質

問したところ， 表 1 (1) のように， 日本人同士がもっと

も高い値となり， 以下， 日 ・ 韓， 日 ・ 中， 中 ・ 韓の

順に評価点数が下がった． また， 表 1 (2) の 「機械翻

訳を介した相手のメッセージを母国語のように理解でき

た」 という項目についても同じ傾向を示した． この傾

向は， 本実験で使用した翻訳機の精度と一致しており

[4]， 精度が高いほどコミュニケーションが円滑にとれた

可能性が高い．

　メッセージ内容を理解したかどうかに関する質問 ( 表

1 (3),(4)) では， 相手のメッセージを理解できたかどうか

の割合と， 自分が送信したメッセージが相手に理解し

てもらえたと感じている度合いはほぼ同じという傾向が

見られた．

2) 折り返し翻訳に関して

　折り返し翻訳について， 積極的にメッセージ修正に

利用したかという質問 ( 表 1 (5)) について， 回答者の

国別に集計したところ， 日本が約 4.3 であるのに対し，

中国や韓国は約 2.4 という結果が得られた． 中国 ・ 韓

国の被験者には折り返し翻訳機能をあまり利用してもら

えなかったことがわかった． この原因として， 「翻訳や

通信に時間がかかりすぎるため， 折り返し翻訳結果が

リアルタイムに表示されず， 役に立たなかった」 という

意見が多数あり， 折り返し翻訳の高速化の工夫が必要

であることがわかった．

3) アノテーション機能に関して

　多言語コミュニケーションにアノテーションが必要であ

るか， また， お互いのメッセージ理解に役に立つかど

うかという質問に対して， どちらも平均で 3.9 点を得るこ

とができた． この結果より， アノテーションが異文化コミ

ュニケーションにおける理解度向上のために役立つ可

能性がある． ( 表 1 (6),(7))

　また， 表 1 (8) の 「アノテーションの追加は難しい」

という質問項目では， おおむねアノテーションの追加

は特に難しくないという結果が得られたが， 異文化間

でのアンケート結果に比べて， 日本人同士の点数が少

し高くなっている． これは， お互いに言語を理解して

おり， アノテーションをつける必要があると思う単語を選

定することが難しかったということがわかった．

　アノテーションをつけた語句の選定理由を自由記述で

質問したところ， 下記の回答があった．

・ 翻訳に失敗しそうな語句

・ 相手の理解が得にくい語句 （文化特有のものなど）

・ チャット内容のホットスポット

　このようなことから， アノテーションは異文化コミュニケ

ーションにおいて， 参加者相互の理解を助ける方法と

して有効である可能性が示唆された．

4 おわりに 
　本稿では，異文化コミュニケーションを支援する

ための翻訳機能とアノテーション機能つきチャット

ツール AnnoChat を開発し，異文化間での実験を行

った．実験の結果，アノテーション機能は異文化間

で発生する誤解や機械翻訳の誤訳を補助し，参加者

相互の理解を助ける可能性があることがわかった．
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表 1 アンケートの結果

質問項目 日 ・ 韓 日 ・ 中 中 ・ 韓 日 ・ 日

(1) 相手と円滑にコミュニケーションがとれた 4.0 3.3 2.5 4.3

(2) 機械翻訳を介した相手のメッセージを母国語のように理解できた 3.8 2.8 2.0 -

(3) 私は相手のメッセージの内容全体をおおまかに理解できた 4.5 4.0 3.5 4.3

(4) 私はメッセージの内容全体をおおまかに理解できた 4.3 3.8 3.4 4.4

(5) 私は頻繁に折り返し翻訳の結果をメッセージ修正に利用した 4.0 2.8 2.7 -

(6) アノテーション機能は多言語コミュニケーションに必要である 3.8 4.7 3.8 3.6

(7) アノテーションはお互いのメッセージ理解に役立つ 3.8 4.5 3.7 3.9

(8) アノテーションの追加は難しい 2.0 2.8 2.3 3.1
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